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  現代の日本社会において中高年期を無配偶で過ご

す女性が増加し、その貧困率の高さが各種の統計調

査によって明らかにされている。だが、この問題に対す

る研究関心は未だ低く、無配偶女性の貧困が、なぜ、

どのように生じるのかについての研究は進展していな

い。そこで本研究は、中年期の無配偶女性を対象とし

て(1)就労、家庭生活、家族関係の実態を把握し、(2)こ
れらの経済面・時間面・社会関係面の困難との関係を

明らかにし、彼女らが潜在的に抱える高齢期の経済的

な貧困リスクを追究することを目的に行う。 

  研究対象は、中年期の未婚者や離別者である。研

究期間は4年間で、まずインタビュー調査によって、対

象者の生活の実情を、経済状況、仕事と家庭内役割、

老親やきょうだいなどの定位家族との関係から詳細に

把握する。次に、質的調

査の分析結果や、生活

経営学・ライフコース・家

族社会学の理論や先行

研究をもとに質問紙を作

成し、Webによる量的な

調査を実施するという方

法をとる。  
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